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我々研究者にとって、図書館は命である。こと
に歴史の古い時期の文献は、書店や古書店では手
に入らないものが多い。そのため歴史のある大学
図書館を渉猟することになる。
私は明治・大正期の日本政治史が研究対象で、
当時の雑誌などは慶応義塾図書館の地下にもぐ
り、ホコリにまみれた『太陽』や『中央公論』な
どをめくったものである。19世紀ドイツの国法学
の原典にあたる必要があったときも、同図書館で
保存されており、助かったおぼえがある。タイム
スリップしたようにも感じた。
慶応の他によく利用したのが国立国会図書館で
ある。上野の分館にも行った。開架ではないので
待ち時間が長かったが、文献は豊富であった。
その他、東京大学、国学院大学、同志社大学な
どの図書館に御世話になった。市立図書館では、
加賀市立図書館で思わぬ資料を見つけた。金沢大
学附属図書館のついでに行ったのだが、館長が郷
土史研究家で、親切に紹介してくださったので
ある。
海外の図書館では、オックスフォード大学の思
い出がある。特別な研究資料があったわけではな
いが、戦後高まった日本研究の現状を把握してお
きたかった。セント・アントニーズ・カレッジの
一角に、日産の支援で設置されたモダンな日本研
究機関があり、そこの地下開架にもぐって調査し
た。帰りに、ブドウの木があるパブで食事をした。
今、図書館はコンピューターのおかげで検索も
楽になり、資料提供サービスも向上した。しかし、
足を使って図書館巡りをすることも大切に思う。
思わぬ出会いと発見があるかもしれないからだ。
美しい図書館との出会いもその一つだ。慶應義
塾は赤レンガの旧図書館が印象的である。イギリ

スのケムブリッジ大学は、ケム川のほとりに客船
のような佇まいで人をひきつけている。また、オ
ックスフォードのラドクリフ・カメラは古代ギリ
シャの神殿のような雰囲気でその伝統を感じさせ
る。アバディーン大学はスコットランドである
が、花崗岩の白壁が陽光に映え、輝いている。
やはり古い歴史のある図書館は美しい。
（総合図書館長 政治経済学部政治経済学科教授）
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この書は、人類史におけ
る暴力の態様と増減につい
て、殺人・宗教・イデオロ
ギー戦争等の実証、分析を
通して解明した大作であ
る。これにより筆者は人類
の希望を示唆する。
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